
　
近
年
、
創
薬
や
化
学
物

質
安
全
性
評
価
の
分
野
で

　
蛋
白
質
の
立
体
構
造
形

成
（
ｆ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
）
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わ
れ
わ
れ
の
研
究
室
で
は
、
高
分
子
化
学

や
生
体
材
料
学
を
基
盤
と
し
て
、
ユ
ニ
ー
ク

　
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
症
を
引
き
起
こ

す
だ
け
で
な
く
、
生
物
に
お
い
て
多

　
東
海
大
学
は
８
月
７
日
、
医
理
工
情
報
系
研
究
所
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
６
「
Ａ
Ｉ

駆
動
型
生
命
医
科
学
の
研
究
・
教
育
拠
点
の
創
出
に
向
け
て
―
基
礎
研
究
か
ら
社
会
実
装
ま

で
―
」
を
、
同
大
学
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）
で
開
催
し
た
。
総
合
医
学
研

究
所
、
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
、
先
進
生
命
科
学
研
究
所
、
情
報
理
工
学
研

究
所
と
い
う
、
同
大
学
が
強
み
と
す
る
医
理
工
情
報
系
の
４
研
究
所
に
よ
る
合
同
開
催
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
い
ま
急
速
に
研
究
分
野
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ
る
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
は

じ
め
と
し
た
情
報
技
術
を
、
生
命
医
科
学
研
究
へ
い
か
に
活
用
し
て
い
く
か
を
テ
ー
マ
に
、

各
分
野
の
新
進
気
鋭
の
研
究
者
が
講
演
し
、
活
発
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

医
理
工
情
報
系
の
４
研
究

医
理
工
情
報
系
の
４
研
究
所所

湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
で
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
冒
頭
で
は
秦
野
伸
二
副
学
長
（
研
究
担
当
）
が

開
会
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
秦
野
副
学
長
は
、
日

本
の
研
究
力
強
化
に
向
け
て
国
（
文
科
省
／
Ｊ
Ｓ

Ｔ
）
が
進
め
る
施
策
の
一
つ
で
あ
る
先
端
研
究
基

盤
刷
新
事
業
（
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
）
を
は
じ
め
、
研
究

機
器
の
共
用
化
や
研
究
者
支
援
、
異
分
野
融
合
研

究
の
推
進
に
東
海
大
学
も
積
極
的
に
参
画
し
て
お

り
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、
Ａ
Ｉ
駆
動
型
生
命

医
科
学
と
い
う
先
端
研
究
を
テ
ー
マ
と
す
る
今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
極
め
て
重
要
だ
と
し
、
東
海

大
学
で
こ
れ
を
ど
う
進
展
さ
せ
て
い
く
の
か
積
極

的
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
ほ
し
い
と
述
べ

た
。

　
続
い
て
総
合
医
学
研
究
所
の
稲
垣
豊
所
長
が
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
を
行 

っ
た
。
個
々
の
研
究
の
独
自
性
を
大
事
に
し
つ 

つ
、
大
学
全
体
と
し
て
は
一
つ
の
方
向
性
を
持
っ

て
研
究
所
が
連
携
協
力
し
て
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク 

ト
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
そ
う
し
た
活
動
の
一
つ
の
き
っ
か 

け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
期
待
を
寄
せ

た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
は
、
大
学
戦
略
本
部

（
研
究
戦
略
担
当
）
の
中
島
孝
部
長
が
閉
会
の
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。
中
島
部
長
は
、
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
者
は
東
海
大
学
を
代
表
す
る
研

究
者
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
堂
に
会
し
て
意
見
交
換

し
た
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
と
し
、
医
理
工
情
報

系
が
強
い
東
海
大
学
の
特
徴
が
出
た
内
容
で
あ
っ

た
と
講
評
し
た
。
ま
た
、
東
海
大
学
は
９
月
に
は

私
学
拠
点
整
備
補
助
金
へ
の
応
募
を
控
え
て
お

り
、
そ
う
し
た
意
味
で
も
時
宜
を
得
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
登
壇
し
た

８
氏
の
講
演
要
旨
を
紹
介
す
る
。

生命医科学研究へのＡＩ導入・活用
新進気鋭の研究者が講演、活発に意見交換

　２０２２年のＣｈａｔＧＰＴの登場以
来、生成ＡＩの普及は急速に進
み、社会生活のみならず教育や
研究の場には大きな期待と不安
が混在している。医学・医療分
野の進歩にとってもＡＩをはじ
めとする情報技術の活用と協働
は必須となり、ハルシネーショ
ンへの留意のもとで積極的な取
り組みが求められている。
　このような変革期にあたり、
本学では今年度から新たに情報
理工学研究所が開設された。ま
た時を同じくして、既存の総合
医学研究所やマイクロ・ナノ研

究開発センターでは、それぞれ
情報医科学部門、分野融合デー
タサイエンス研究チームが始動
し、先進生命科学研究所におい
てもバイオ医薬品の生産や品質
管理に向けたＡＩの活用に取り
組んでいる。
　この度、上記の４研究所を代
表する新進気鋭の研究者を招い
て合同シンポジウムを開催する
運びとなった。ＡＩを活用した
デザイニングとデータ解析、マ
イクロ・ナノデバイスによるも
のづくり、さらには臨床応用ま
でを一連の流れとして捉え、基

秦野伸二副学長大学戦略本部

中島孝部長

礎研究から社会実装までを貫く
ＡＩ駆動型の生命医科学研究に
ついて、会場の参加者も交えて
幅広い議論を行う。本学の特色

である医理工情報分野のさらな
る連携を図り、新たな共同研究
や研究拠点形成につなげる契機
としたい。

本シンポジウムの

趣旨と今後の展望

新
た
な
共
同
研
究
の
契
機
に

東
海
大
学
総
合
医
学
研
究
所　

所
長　

稲
垣
豊

東海大学湘南キャンパスで開かれた医理工情

報系合同シンポジウム２０２６。基礎研究から

社会実装まで幅広い話題が取り上げられ、活

発な質疑応答が行われた。

マイクロ・ナノ研

究開発センター

教授　木村啓志

先
進
生
命
科
学
研
究
所

　
　
　
　

准
教
授　

荒
井
堅
太

様
な
機
能
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
私
は
、
そ
の
よ
う
な
ウ

イ
ル
ス
の
多
面
的
な
機
能
を
網
羅
的
に
理
解

す
る
た
め
、「
ウ
イ
ル
ス
様
エ
レ
メ
ン
ト
（
Ｖ

Ｅ
，Viral-like Elem

ents

）」
と
い
う
概

念
を
再
定
義
し
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
Ｖ

Ｅ
と
は
ウ
イ
ル
ス
に
由
来
す
る
塩
基
配
列
の

総
称
で
あ
り
、
ウ
イ
ル
ス
ゲ
ノ
ム
を
構
成
す

る
だ
け
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
ヒ
ト
を
含
む
多

く
の
生
物
の
ゲ
ノ
ム
中
に
も
多
数
存
在
す

る
。
宿
主
ゲ
ノ
ム
に
存
在
す
る
Ｖ
Ｅ
は
、
内

在
性
ウ
イ
ル
ス
様
エ
レ
メ
ン
ト
（
Ｅ
Ｖ
Ｅ
，

Endogenous Viral-like Elem
ents

）
と

呼
ば
れ
る
。
Ｅ
Ｖ
Ｅ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織

や
細
胞
の
発
生
に
関
与
す
る
ほ
か
、
が
ん
や

神
経
変
性
疾
患
な
ど
の
多
様
な
疾
患
と
の
関

連
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
遺
伝
子

ベ
ク
タ
ー
や
ネ
オ
ア
ン
チ
ゲ
ン（
新
規
抗
原
）

と
し
て
の
応
用
に
つ
い
て
も
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
一
方
、
自
然
界
に
は
極
め
て
多
様
な
ウ
イ

ル
ス
が
存
在
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
に
感
染

し
て
い
る
が
、と
き
に
種
間
を
超
え
て
新
興
・

再
興
感
染
症
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
同
時
に
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
も
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
機

能
や
遺
伝
子
の
多
く
は
未
解
明
の
ま
ま
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
に
、
宿
主
ゲ
ノ

総合医学研究所　

准教授　中川草

マイクロ・ナノ研

究開発センター　

教授　岡村陽介

ＭＰＳとＡＩを統合した次世代ＮＡＭｓの創出に向けてＭＰＳとＡＩを統合した次世代ＮＡＭｓの創出に向けてＡ
Ｉ
時
代
の
蛋
白
質
構
造
制
御

Ａ
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時
代
の
蛋
白
質
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造
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御
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反
応
場
設
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反
応
場
設
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に
よ
る
蛋
白
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フ
ォ
ー
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デ
ィ
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形
か
ら
機
能
を
創
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高
分
子
ナ
ノ
材
料

形
か
ら
機
能
を
創
る
高
分
子
ナ
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材
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設
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・
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登壇８氏の講演要旨登壇８氏の講演要旨

は
、動
物
実
験
へ
の
依
存
を
低
減
し
、

ヒ
ト
に
対
す
る
予
測
性
を
高
め
る

New Approach M
ethodologies

（
Ｎ
Ａ
Ｍ
ｓ
）
の
開
発
と
社
会
実
装

が
国
際
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ヒ

ト
組
織
・
臓
器
の
構
造
と
機
能
を
ｉ

ｎ
　
ｖ
ｉ
ｔ
ｒ
ｏ
で
再
構
成
す
る

M
icrophysiological System

（
Ｍ

Ｐ
Ｓ
）
は
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
ｓ
を
支
え
る
基

盤
技
術
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
マ
イ
ク
ロ
流
体
デ

バ
イ
ス
技
術
を
基
盤
と
し
て
ヒ
ト
の

生
体
内
環
境
を
模
倣
す
る
Ｍ
Ｐ
Ｓ
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
［
１
］。
上

皮
系
組
織
の
機
能
や
構
造
を
再
現
す

る
二
層
流
路
型
Ｍ
Ｐ
Ｓ
、
オ
ン
チ
ッ

プ
ポ
ン
プ
に
よ
り
培
地
を
循
環
流
さ

せ
る
複
数
臓
器
連
結
型
Ｍ
Ｐ
Ｓ
、
な

ら
び
に
培
養
環
境
を
制
御
・
計
測
す

る
た
め
の
流
体
デ
バ
イ
ス
お
よ
び
周

辺
技
術
を
開
発
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
用
い
て
、
腸
管
、
肝
臓
、
腎
臓
、

が
ん
な
ど
の
細
胞
・
組
織
モ
デ
ル
を

構
築
し
、
薬
物
の
動
態
、
安
全
性
・

毒
性
、
薬
効
・
薬
理
を
生
理
学
的
な

条
件
下
で
評
価
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
一
方
で
、
Ｍ
Ｐ
Ｓ
を
実
用

的
な
Ｎ
Ａ
Ｍ
ｓ
へ
と
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
、
デ
バ
イ
ス
の
高
度
化
だ
け

で
は
十
分
で
は
な
い
。顕
微
鏡
画
像
、

各
種
セ
ン
サ
情
報
、
遺
伝
子
発
現
、

薬
物
濃
度
、
細
胞
機
能
な
ど
の
多
次

元
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
細
胞
・
組
織

の
状
態
を
客
観
的
に
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ

解
析
は
、
現
象
の
理
解
、
実
験
条
件

の
最
適
化
、
薬
効
・
毒
性
の
予
測
精

度
向
上
に
寄
与
す
る
と
期
待
さ
れ

る
。

　
本
講
演
で
は
、
Ｍ
Ｐ
Ｓ
お
よ
び
Ｎ

Ａ
Ｍ
ｓ
を
め
ぐ
る
国
内
外
の
動
向
を

概
観
す
る
と
と
も
に
、
Ｍ
Ｐ
Ｓ
開
発

の
事
例
を
紹
介
す
る
。
そ
の
上
で
、

Ｍ
Ｐ
Ｓ
と
Ａ
Ｉ
を
統
合
し
た
次
世
代

Ｎ
Ａ
Ｍ
ｓ
の
あ
り
方
、
な
ら
び
に
医

理
工
情
報
系
の
連
携
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
る
研
究
・
教
育
拠
点
の
将
来
像

に
つ
い
て
議
論
す
る
。

は
、
生
体
機
能
の
発
現
の
み
な
ら

ず
、
抗
体
医
薬
を
は
じ
め
と
す
る

バ
イ
オ
医
薬
品
の
生
産
や
品
質
管

理
を
支
え
る
重
要
な
生
命
現
象
で

あ
る
。
近
年
、
分
子
生
物
学
の
発

展
に
よ
り
目
的
と
す
る
一
次
配
列

を
自
在
に
設
計
・
合
成
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
さ
ら
に
Ａ
ｌ
ｐ
ｈ
ａ

Ｆ
ｏ
ｌ
ｄ
に
代
表
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
技

術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
高
精
度
な

構
造
予
測
や
新
規
蛋
白
質
の
設
計

が
可
能
と
な
っ
た
。

　
一
見
す
る
と
、
望
み
の
構
造
を

有
す
る
蛋
白
質
を
自
在
に
創
り
出

せ
る
時
代
が
到
来
し
た
よ
う
に 

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
合
成
さ
れ

た
ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
鎖
は
必
ず
し 

も
目
的
の
三
次
元
構
造
へ
到
達
で

き
ず
、
凝
集
や
ミ
ス
フ
ォ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
構
造
不
全
体 

を
形
成
す
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
す
な
わ
ち
、「
構
造
を
知
る

こ
と
」
と
「
構
造
を
作
る
こ
と
」
は
本
質
的
に
異
な
る
課
題
で
あ

る
。
Ａ
Ｉ
は
蛋
白
質
の
最
終
構
造

を
予
測
で
き
て
も
、
そ
の
構
造
を

効
率
よ
く
形
成
さ
せ
る
技
術
は
未

だ
十
分
に
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
次
配
列
を
目
的
の

立
体
構
造
へ
導
く
技

術
は
重
要
な
課
題
と

し
て
残
さ
れ
て
い

る
。
生
体
内
で
は
、

シ
ャ
ペ
ロ
ン
や
蛋
白

質
ｆ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ

酵
素
が
反
応
場
を 

形
成
す
る
こ
と
で
ｆ

ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
を
効

率
化
し
て
い
る
。
一

方
、
天
然
分
子
は
コ

ス
ト
や
安
定
性
、
再

利
用
性
の
面
で
工
学

利
用
に
制
約
が
あ

る
。

　
本
講
演
で
は
、
反

応
場
を
設
計
す
る
こ

と
で
蛋
白
質
構
造
形

成
を
制
御
す
る
と
い

う
化
学
的
概
念
に
基

づ
き
、
シ
ク
ロ
デ
キ

ス
ト
リ
ン
を
用
い
た

人
工
ｆ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
反
応
場
を

形
成
す
る
中
分
子
触
媒
や
、
再
利

用
可
能
な
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
系
マ
テ

リ
ア
ル
「
固
体
シ
ャ
ペ
ロ
ン
」
を

紹
介
す
る
。
Ａ
Ｉ
が
蛋
白
質
を
設

計
す
る
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
設

計
を
実
体
化
す
る
反
応
場
工
学
の

役
割
と
将
来
展
望
に
つ
い
て
議
論

す
る
。

な
形
状
を
有
す
る
高
分
子
ナ
ノ
材
料
（
ナ
ノ
薄
膜
・

異
形
ナ
ノ
粒
子
・
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
・
ナ
ノ
リ
ボ
ン

な
ど
）
を
設
計
・
創
製
し
、
そ
の
形
状
に
由
来
す
る

機
能
を
引
き
出
す
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
（
10
億
分
の
１
㍍
）
の
世
界
で
は
、

材
料
の
「
形
」
が
変
わ
る
だ
け
で
、
柔
軟
性
、
界
面

接
着
性
、
薬
剤
輸
送
性
な
ど
の
性
質
が
大
き
く
変
化

す
る
。
こ
の
よ
う
な
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
特
有
の
現
象
を

巧
み
に
制
御
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
健
康
や
医
療
に

貢
献
す
る
新
し
い
ナ
ノ
材
料
の
創
製
を
目
指
し
て
い

る
。
研
究
室
で
は
、
分
子
設
計
・
合
成
・
加
工
か
ら

物
性
評
価
、
さ
ら
に
医
工
連
携
・
異
分
野
融
合
に
よ

る
機
能
評
価
ま
で
を
一
貫
し
て
行
い
、
多
様
な
分
野

の
研
究
者
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

高
分
子
ナ
ノ
材
料
の
創
出
と
社
会
実
装
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
近
年
、
材
料
科
学
は
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

と
の
融
合
に
よ
っ
て
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い

る
。
膨
大
な
実
験
デ
ー
タ
や
顕
微
鏡
画
像
を
Ａ
Ｉ
で

解
析
す
る
こ
と
で
、
材
料
設
計
や
機
能
予
測
の
高
度

化
・
効
率
化
が
進
み
、
経
験
や
試
行
錯
誤
に
依
存
し

て
い
た
従
来
型
研
究
は
デ
ー
タ
駆
動
型
へ
と
発
展

し
つ
つ
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
、
材
料
の
設
計
・
合

成
・
加
工
・
評
価
に
加
え
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
画

像
解
析
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
新
た
な
材
料
設
計
指
針
の
創
出
を
目
指
し

て
い
る
。
ま
た
、
次
世
代
の
も
の
づ
く
り
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
革
新
的
な
高
分
子

ナ
ノ
材
料
の
創
出
を
通
じ
て
社
会
課
題
の
解
決
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
。

ム
で
機
能
を
獲
得
し
た
Ｅ
Ｖ
Ｅ
を
網
羅
的
に

探
索
す
る
た
め
の
ｇ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
を
網
羅
的
に
探
索
す

る
た
め
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
Ｎ
ｅ
ｏ
Ｒ
ｄ
Ｒ
ｐ

を
そ
れ
ぞ
れ
構
築
・
公
開
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
世
界
各
地

の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
、
多

く
の
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

Ａ
Ｉ
や
機
械
学
習
な
ど
を
活
用
し
て
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
更
新
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
科
学
研

究
分
野
へ
の
さ
ら
な
る
波
及
を
目
指
し
た

い
。

研究・教育拠点の創出に向けて
２０２６年（令和８年）10月2日（金曜日）（週　刊） 第4085号 （4）第３種郵便物認可



東海大学 ＡＩ駆動型生命医科学の
　東海大学は、医学、理工学、情報
学をはじめとする幅広い分野で高
い研究力を有する総合大学であり、
21 の研究所が専門性を磨きながら
研究を推進しています。さらに、異
なる領域が連携することで新たな知
の創出が可能となります。
　こうした考えのもと、「医理工情
報系研究所合同シンポジウム２０２６」
を開催しました。東海大学は「科学
技術による人類の幸福」を建学の理

　
本
講
演
で
は
、
数
理
モ

デ
ル
と
Ａ
Ｉ
技
術
（
深
層

　
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
は
、
検
索
エ

ン
ジ
ン
・
音
声
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
自

　
前
立
腺
癌
は
２
０
１
７
年
以

降
、
我
が
国
に
お
け
る
男
性
悪

　
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
は
、

画
像
、
診
療
情
報
、
オ
ミ

念として掲げ、これまでも医学、理
工学、スポーツ、農学、健康学など、
多様な学問領域の融合を通じて成果
を生み出してきました。今回のシン
ポジウムでは、ゲノム医療、再生医
療、創薬などの医系分野とマテリア
ル・エンジニアリングを中心とする

理工系分野、さらにデータサイエン
スやＡＩなどの情報系分野との連携
を深化させ、複雑化する社会課題の
解決に資する新たな研究展開を目指
しています。
　また、学長として「災害に強い東
海大学」の実現にも推進してまいり

ます。現在、ドクターヘリやドクタ
ーカー、ＤＭＡＴを有する高度救命
救急センター、ロボット・ドローンア
カデミーを擁するサイエンス・エン
ジニアリングカレッジ、海洋調査研
修船「望星丸」を運用する海洋学部に
加え、衛星通信・輸送・電力供給機能

を備えたソーラーカーチーム、災害
心理学や地震研究の専門家、元消防
官の教職員など、本学の多様な人的・
物的資源を有機的に結び付けること
で、災害時にも社会に貢献できる体
制を構築してまいります。これはほ
んの一例に過ぎませんが、東海大学
ならではの学際的な知と実践力を結
集し、安心安全で持続可能な社会の
実現に貢献することが、本学の果た
すべき使命であると考えています。

研究所連携による社会貢献の体制構築

東海大学学長　木村英樹

学
習
）
を
融
合
し
た
発
表
者
の
画

像
と
音
の
セ
ン
シ
ン
グ
研
究
を
紹

介
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
時
代
の
セ
ン
シ

ン
グ
の
展
望
を
述
べ
る
。

　
画
像
や
音
の
セ
ン
シ
ン
グ
で

は
、
記
録
対
象
や
セ
ン
サ
、
情
報

通
信
に
起
因
す
る
物
理
的
制
約
に

よ
り
、
観
測
値
に
雑
音
・
歪
み
・

欠
損
が
生
じ
る
。
発
表
者
は
、
数

理
モ
デ
ル
の
解
釈
性
と
深
層
学
習

の
表
現
力
を
組
み
合
わ
せ
、
こ
う

し
た
制
約
下
で
も
有
用
な
情
報
を

得
る
技
術
を
研
究
し
て
き
た
。
例

え
ば
、
１
枚
の
画
像
か
ら
の
高
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
画
像
復
元
で

は
、
明
る
さ
の
非
線
形
変
換
を
考

慮
し
た
損
失
関
数
を
設
計
し
、
復

元
品
質
を
高
め
た
。
ま
た
、
音
を

光
の
明
滅
に
変
換
す
る
分
散
型
セ

ン
サ
Ｂ
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｙ
に
よ
る
音
響

シ
ー
ン
分
類
で
は
、
光
伝
搬
な
ど

の
物
理
過
程
を
微
分
可
能
な
層
と

情
報
理
工
学
研
究
所

　
　
　
　
講
師
　
木
下
裕
磨

し
て
表
現
し
、
深
層
学
習
と
一
体

で
最
適
化
し
た
。

　
次
世
代
セ
ン
シ
ン
グ
の
鍵
は
、

数
理
モ
デ
ル
の
解
釈
性
と
生
成

Ａ
Ｉ
の
表
現
力
の
両
立
に
あ
る
。 

セ
ン
シ
ン
グ
は
、
限
ら
れ
た
観
測

か
ら
所
望
の
対
象
を
推
定
す
る 

逆
問
題
で
あ
り
、
観
測
と
の
整
合

性
を
表
す
デ
ー
タ
項
と
解
の
も
っ

と
も
ら
し
さ
を
表
す
正
則
化
項
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
最
大
事
後 

確
率
推
定
と
し
て
定
式
化
で
き

る
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
大
規
模
デ
ー

タ
の
統
計
に
基
づ
く
強
力
な
ブ
ラ

ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
正
則
化
と
し
て
利

用
で
き
る
。
こ
の
上
で
、
生
成 

Ａ
Ｉ
特
有
の
も
っ
と
も
ら
し
い
誤

り
を
抑
え
た
信
頼
で
き
る
推
定
を

行
う
に
は
、
物
理
・
観
測
モ
デ
ル

に
基
づ
く
デ
ー
タ
項
と
数
理
モ 

デ
ル
に
基
づ
く
正
則
化
項
、
お
よ

び
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
デ
ー
タ
駆

動
の
正
則
化
項
の
寄
与
を
適
切
に

調
整
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ

う
。

　
セ
ン
シ
ン
グ
は
科
学
の
根
幹
を

動
運
転
・
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
組
み
込
ま

れ
、
今
や
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な

技
術
と
な
っ
た
。
特
に
生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
に

よ
り
、
文
章
作
成
や
情
報
収
集
の
あ
り
方
も

大
き
く
変
化
し
、
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
る
。

　
医
療
分
野
へ
の
応
用
は
、
患
者
安
全
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
・
倫
理
的
配
慮
・
法
令
上

の
規
制
な
ど
か
ら
、
他
の
産
業
分
野
に
比 

べ
る
と
や
や
遅
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
で 

も
、
画
像
診
断
支
援
・
病
理
組
織
診
断
・
内

視
鏡
検
査
支
援
・
創
薬
支
援
・
電
子
カ
ル
テ

に
基
づ
く
臨
床
予
測
な
ど
、
医
療
Ａ
Ｉ
研
究

の
試
み
は
多
岐
に
わ
た
る
。
単
な
る
業
務
の

自
動
化
に
留
ま
ら
ず
、
熟
練
医
を
超
え
る
精

度
で
病
変
を
検
出
し
た
り
、
従
来
見
逃
さ
れ

が
ち
な
微
細
な
異
常
を
指
摘
し
た
り
す
る
事

例
も
相
次
い
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
既
に
一

部
の
Ａ
Ｉ
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
実
臨
床

で
使
用
可
能
な
製
品
と
し
て
承
認
さ
れ
、
多

く
の
医
療
機
関
で
導
入
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

今
後
、
日
常
診
療
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
「
Ａ

Ｉ
を
意
識
せ
ず
利
用
す
る
時
代
」
が
近
づ
い

て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
医
学
生
・
医

師
に
と
っ
て
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
と
な
る
。
一
方
で
、
医
療
Ａ
Ｉ

に
は
独
自
の
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
が
存
在
す

る
。

総合医学研究所

准教授　後藤信一

総
合
医
学
研
究
所

　
　
　
　
教
授
　
小
路
直

総
合
医
学
研
究
所

　
　
　
　
教
授
　
酒
井
大
輔

Ａ
Ｉ
と
数
理
モ
デ
ル
の
調
和
が
拓
く

Ａ
Ｉ
と
数
理
モ
デ
ル
の
調
和
が
拓
く

次
世
代
セ
ン
シ
ン
グ

次
世
代
セ
ン
シ
ン
グ

ＡＩ研究の新たな展開ＡＩ研究の新たな展開 ――ブラックボックスの向こう側ブラックボックスの向こう側 ――

ＡＩナビゲーションによる前立腺癌低侵襲超音波治療の開発ＡＩナビゲーションによる前立腺癌低侵襲超音波治療の開発

－診断・治療・免疫賦活を統合した次世代超音波治療基盤の構築－－診断・治療・免疫賦活を統合した次世代超音波治療基盤の構築－

Ａ
Ｉ
が
変
え
る
運
動
器
診
療
と
ス
ポ
ー
ツ
医
学

Ａ
Ｉ
が
変
え
る
運
動
器
診
療
と
ス
ポ
ー
ツ
医
学

―
病
態
理
解
か
ら
診
断
・
予
後
予
測
・

―
病
態
理
解
か
ら
診
断
・
予
後
予
測
・

手
術
支
援
・
障
害
予
防
ま
で
―

手
術
支
援
・
障
害
予
防
ま
で
―

な
す
。
解
釈
性
と
表
現
力
を
両
立

す
る
次
世
代
セ
ン
シ
ン
グ
は
、
通

常
の
画
像
・
音
の
み
な
ら
ず
、
低

線
量
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
高
速
撮

像
、
内
視
鏡
・
顕
微
鏡
画
像
の
高

画
質
化
な
ど
へ
の
展
開
を
通
し

て
、
医
用
セ
ン
シ
ン
グ
へ
の
貢
献

も
期
待
で
き
る
。

　
本
講
演
で
は
、
ま
ず
医
療
Ａ
Ｉ
が
抱
え
る

こ
れ
ら
の
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
を
具
体
的
な
例

を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
、
そ
れ
ら
を
克
服
す

る
た
め
に
進
行
中
の
研
究
を
解
説
す
る
。
こ

れ
ら
の
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
を
克
服
し
た
先
に

は
、
Ａ
Ｉ
応
用
の
新
た
な
展
望
が
ひ
ら
け
て

い
る
。
Ａ
Ｉ
は
、
単
な
る
判
定
支
援
に
留
ま

ら
ず
、
人
類
の
知
の
増
強
に
貢
献
で
き
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

Ａ
Ｉ
の
最
も
重
要
な
弱
点
で
あ
る
「
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
性
」
を
解
消
す
る
こ
と
で
可
能

に
な
る
、
現
状
の
枠
組
み
を
超
え
た
応
用
を

論
じ
、
次
世
代
の
医
療
Ａ
Ｉ
研
究
・
応
用
の

枠
組
み
の
中
で
、
本
学
が
果
た
す
べ
き
役
割

に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

性
腫
瘍
の
罹
患
数
第
１
位
と
な
り
、
高

齢
化
の
進
展
に
伴
い
患
者
数
は
今
後
も

さ
ら
に
増
加
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
前
立
腺
癌
診
療

に
は
、
癌
制
御
効
果

に
加
え
、
生
活
の
質

（Quality of Life

：

Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
維
持
で
き

る
低
侵
襲
治
療
の
確
立

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
を
活
用
し
た
前
立
腺

生
検
を
本
学
発
の
先
進

医
療
と
し
て
主
導
し
、

２
０
２
２
年
の
保
険
収

載
を
実
現
し
た
。ま
た
、 

高
密
度
集
束
超
音
波
療

法
（
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
）
を
用 

い
た
前
立
腺
癌
標
的
局 

所
療
法
（Focal The 

rapy

）
に
つ
い
て
も
、

２
０
２
３
年
に
本
学
を

研
究
代
表
施
設
と
し
て
先
進
医
療
承
認

を
取
得
、
本
分
野
を
牽
引
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
臨
床
実
績
を
基
盤
と
し
て
、

診
断
か
ら
治
療
ま
で
を
統
合
す
る
Ａ
Ｉ

医
療
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
研
究
で
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
前
立
腺
特

異
的
膜
抗
原
（
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ａ
）
―
Ｐ
Ｅ
Ｔ

お
よ
び
超
音
波
画
像
を
Ａ
Ｉ
に
よ
り
統

合
解
析
し
、
術
中
超
音
波
画
像
上
へ
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
癌
局
在
を
表
示
す
る
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
は
術
者
の
経

験
に
依
存
し
て
い
た
治

療
計
画
を
高
度
に
支
援

す
る
。
さ
ら
に
、
Ｈ
Ｉ

Ｆ
Ｕ
に
よ
る
直
接
的
な

熱
凝
固
に
、
低
強
度
集

束
超
音
波（
Ｌ
ｏ
Ｆ
Ｕ
）

に
よ
る
腫
瘍
免
疫
賦
活

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
画
像
で
は
描
出
困

難
な
微
小
病
変
に
対
す

る
免
疫
学
的
制
御
効
果

を
付
加
し
た
新
た
な
治

療
戦
略
を
構
築
す
る
。

　
本
研
究
は
、
Ａ
Ｉ
に

よ
る
診
断
、
治
療
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
免
疫
賦

活
を
一
体
化
し
た
次
世

代
超
音
波
治
療
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を

目
標
と
す
る
。
基
礎
研

究
か
ら
臨
床
応
用
、
さ

ら
に
は
社
会
実
装
ま
で
を
一
貫
し
て
推

進
す
る
こ
と
で
、
前
立
腺
癌
診
療
の
高

度
化
と
患
者
負
担
の
軽
減
を
両
立
し
、

本
学
発
の
革
新
的
医
療
技
術
と
し
て
国

内
外
へ
の
展
開
を
目
指
す
。

ク
ス
、
手
術
動
画
、
動
作
・
生
体

デ
ー
タ
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
運

動
器
疾
患
の
理
解
と
治
療
戦
略
を

大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る
。
整
形
外

科
で
は
、
脊
椎
、
関
節
、
外
傷
、

骨
粗
鬆
症
な
ど
を
対
象
に
、
診
断

支
援
、
病
型
分
類
、
治
療
成
績
や

合
併
症
の
予
測
、
手
術
計
画
お
よ

び
術
中
支
援
へ
の
応
用
が
進
ん
で

い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
、
椎
間

板
変
性
に
関
す
る
マ
ル
チ
オ
ミ
ク

ス
解
析
と
機
械
学
習
を
用
い
た
病

態
層
別
化
、
さ
ら
に
脊
椎
内
視
鏡

手
術
動
画
か
ら
出
血
を
自
動
検

出
・
定
量
化
す
る
深
層
学
習
モ
デ

ル
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

後
者
で
は
、
術
野
の
見
え
に
く
さ

を
客
観
的
に
評
価
し
、
将
来
的
に

は
止
血
方
法
の
比
較
、
抗
凝
固
薬

の
影
響
評
価
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
警

告
や
手
術
支
援
へ
の
展
開
が
期
待

さ
れ
る
。

ま
た
、
Ａ

Ｉ
は
関
節

画
像
の
定

量
評
価
、

骨
折
や
骨

粗
鬆
症
の

リ
ス
ク
予

測
、再
建
・

イ
ン
プ
ラ

ン
ト
設
置

計
画
に
も

応
用
可
能

で
あ
る
。

　
ス
ポ
ー

ツ
医
学
で

は
、画
像
、

動
作
、
負
荷
、
血
液
指
標
、
ウ
ェ

ア
ラ
ブ
ル
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
障
害
発
生
の
予
測
、

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
復
帰
判

断
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
最
適
化
へ

の
活
用
が
見
込
ま
れ
る
。さ
ら
に
、

大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
蓄
積
さ
れ
る
健

診
情
報
を
縦
断
的
に
解
析
で
き
れ

ば
、
選
手
ご
と
の
変
化
を
早
期
に

捉
え
、
予
防
的
介
入
の
時
期
や
内

容
を
提
示
す
る
こ
と
も
可
能
に
な

る
。
今
後
は
、
個
別
の
Ａ
Ｉ
モ
デ

ル
を
単
独
で
用
い
る
の
で
は
な

く
、
複
数
の
情
報
を
統
合
し
、
医

療
者
の
判
断
を
支
え
るClinical 

Decision Support System
と

し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
本
講
演
で
は
、
脊
椎
領
域
で
の

実
例
を
起
点
に
、
Ａ
Ｉ
が
運
動
器

診
療
と
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
ど
の
よ

う
に
結
び
、病
態
理
解
か
ら
臨
床
・

競
技
現
場
へ
つ
な
が
る
か
を
展
望

す
る
。
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